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地球環境時代における教育小委員会　第１回議事録
■日時：平成19年　５月　17日（木）　17:00～19:00
■場所：日本建築学会　302会議室
■出席者：宿谷昌則（武蔵工業大学）、菅原正則（宮城教育大学）、高橋達（東海大学）、


妹尾理子（都留文化大学）、田中稲子（名古屋工業大学）、光田恵（大同工業大学）、


吉野博（東北大学）
　　　　　：７名
■資料：１－０
地球環境時代における教育小委員会　第１回　議事次第
　　　　１－１
地球環境時代における教育小委員会　第４回　議事録（案）／菅原委員
　　　　１－２
地球環境時代における教育小委員会　名簿

　　　　１－３
委員公募者選定のお願い（2007年４月５日のメール）／菅原委員

　　　　１－４
平石ほか：微生物を利用した生ごみ堆肥化装置の環境教育への活用



（2004年住総研「住まい・まち学習」実践報告・論文集５）

　　　　１－５
平成19年度主体間連携モデル推進事業（省エネ住宅・省エネ家電）提案書



／吉野（博）委員、菅原委員
■議事：
１．議事録確認
　前回議事録案（資料１－１）は、１ページ４行目「平成18年」を「平成19年」に修正したうえで、承認された。
　これに関連して、「学校のなかの地球」の書籍紹介を今後も引き続き各方面へ行うことが確認された。
２．今後の委員会活動の方向性
　菅原委員から主体間連携モデル推進事業（資料１－５）について説明があり、採用された際の協力を要請した。
　「学校のなかの地球」を、８/７～８に開催される日本エネルギー環境教育学会において紹介してもらえるよう、田中委員からその学会事務局へ働きかけることになった。

　学校エコ改修について、寺尾信子氏および廣谷純子氏に委員会で話題提供して頂くよう働きかけることになった。
　学会HPにある教材・教育システムの事例公開プラットフォームを利用した情報公開に、委員会として積極的に貢献することが確認された。

　菅原委員から、新委員として平石年弘氏（明石工業高等専門学校）と谷口新氏（大妻女子大学）が紹介された（資料１－２～１－４）。

３．光と構造のワークショップ
　菅原委員から標記について話題提供があった。
４．地球環境本委員会から
　吉野（博）委員から標記について、新委員の選定理由を提出することになった旨、報告があった。

５．次回開催日
　次回委員会は、８月20日（月）または21日（火）に、地球のたまご（OMソーラー協会）もしくは日本建築学会会議室で行う。
以上
